
 

宮城県伊具高等学校通信（令和３年度 第５号）                      令和３年８月２３日発行 

 阿 武 隈 川 は 洋 々 と  
宮 城 県 伊 具 高 等 学 校 
〒9 8 1 - 2 1 5 3  伊具郡丸森町雁歌５１   
電話 0224-72-2020   FAX 0224-72-1322 
ホームページアドレス http://igu.myswan.ne.jp/ 

 

 

 

 

○救急蘇生法講習会 

本校では毎年，職員を対象に救急蘇生法講習会を実施しており，今年度は７月２６日（月）に，角田消防署より救急救命士・

武田様，丸森出張所より岩沢様を講師としてお迎えし，胸骨圧迫と人工呼吸(コロナ禍で現在は胸骨圧迫のみ実施)の実技講習

を行いました。 

長距離走の後やボール等で胸を強打した後に心室細動と呼ばれる不整脈が起こった場合，心臓が停止します。この細動を取

り除き心臓を正常なリズムに戻す装置であるAED(自動体外式除細動器)は，本校グランド陸上部の部室と農場，職員玄関の３

カ所に設置されています。AED 使用法の訓練と，緊急時の連携体制の確認により，学校での心臓突然死ゼロを目指す決意を

新たにしました。 

 

○ガス溶接技能講習 

7月２６日（月）・２７日（火）に仙南地域職業訓練セ

ンター(柴田町)でガス溶接技能講習が実施され，機械系

列の 1，２年次生２４名が受講しました。この講習は可

燃性ガス及び酸素を用いて行う金属の溶接，溶断，加熱

の作業を行う際に必要な講習になります。実習などの実

践的・体験的な学びをより深化させる基礎的・基本的な

技術の確保・向上を図る目的で資格に取り組んでいます。

生徒は学科・実技講習と２日間にわたり，意欲的に取り組んでいました。 

 

○一日体験入学 

７月２９日（木）に中学生を対象にした「一日体験入

学」が行われました。今年は４５名の中学３年生と９名

の保護者が参加し，開会行事と４系列の体験学習が行わ

れました。 

 中学生のアンケートより，今回の参加状況を振り返っ

てみます。伊具高校へ進学しようと考えている生徒が約

５０％，どの高校に進学しようか迷っている生徒が約５

０％です。内容で１番楽しみにしていたものは施設見

学・体験学習で約６４％，今回の体験入学は有意義だっ

たと回答した中学生は約７４％でした。 

 また，系列別の感想においては「農学系列で行ってい

ることが斬新ですばらしいと思った。」「機械系列では，

ドローンや溶接などの説明がわかりやすかったし機械系列で学びたいと思った。」「高校生の先輩が優しく教えてくれたり，暑

中見舞いのはがきを作ったりすることが楽しかった。」「福祉系列では，先輩方の説明がわかりやすく，車椅子の体験がおもし

ろかった。」のようなものがありました。 

 

○ドローン検定 

7 月３０日(金)に無人航空機従事者試験を実施しまし

た。ドローンの普及は，様々な分野で活用が進み生活を

より豊かなものに変えようとしています。機械系列では，

今年度より無人航空機従事者試験を実施し，２，３年次

１３名と教職員や外部の方々も受験しました。機体の構

造などの基地知識から関連法規まで正しい知識を身につ

ける機会となりました。次回は１２月頃に実施予定です。

皆さんも受験してみてはいかがですか。 

夏季休業中も様々な取り組みがありました。 



３年次生の就職活動本格化 

○フォークリフト・小型車両系建設機械特別教育講習会 

８月２日（月）・３日（火）の２日間にわたり，フォー

クリフト特別教育(１t未満)の講習会を実施しました。 

最大荷重１t 未満のフォークリフトの運転の業務に携わ

る上で必要な講習です。農学系列，機械系列の３年次生 

２６名が受講しました。１日目は荷役，走行に関する装

置の構造及び取り扱いの方法に関する知識や関係法令の

講習を受講し，２日目は実技教育を受講しました。生徒

は暑い中，真剣に取り組んでいました。 

続けて８月４日（水）・５日（木）の２日間にわたり小型車両系建設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）特別教育の講

習を実施しました。農学系列，機械系列の３年次生１３名が受講しました。農学系列の生徒は実習で使用する機会もある小型

の油圧ショベルの操作を行いました。機械系列の生徒にとっては初めての経験で楽しそうに操作をしていました。暑いなか，

フォークリフト，小型車両系建設機械の御指導を４日間にわたり実施していただいた小野リース(株)様，ありがとうございま

した。 

 

○同窓会総会 

８月８日（日）本校会議室にて同窓会評議員会，総会が行われました。新型コロナウイ

ルス感染症対策のため，三役及び支部長及び本校職員事務局の２３名の参加で開催されま

した。佐藤会長の挨拶では総会がこのような形で開催される経緯が話され，続いて小野校

長より学校の現状を説明しながらの挨拶がありました。報告では，昨年の１００周年記念

事業について，協議事項では，始めに令和２年度事業・会計決算報告および令和３年度事

業計画・会計予算案，役員改選が承認されました。役員改選では新会長に湯村勇様が承認

され，旧役員は２名と新役員がほとんどとなりました。総会では農学系列で加工したトマ

トの缶詰の紹介等もあり，購入もしていただきました。総会後の懇親会はコロナ感染症予

防のため今年も実施されませんでした。来年こそは多くの同窓生の皆様が集える総会が開催できますことを祈念いたします。 

 

 

 ９月１６日（木）の就職試験解禁日に向け，３年次生の就職活動が

いよいよ本格化しています。面接練習・企業見学等，内定獲得に向け

この夏季休業中も様々な努力をしてきました。就職希望者全員が内定

をいただけるよう，丸森ロータリークラブ様のご協力等も頂戴しながら，総力を挙げてサポートして参ります。 

 

 

 

 

８月１１日（水），みやぎ総合家畜市場にて，宮城県農業クラブ家畜審査競技会

肉用牛の部が行われました。家畜審査競技会とは家畜の骨格を始めとする体型や

成長度合い，資質などを見たりさわったりしてより良い家畜を選び，順位付けす

る競技です。よい家畜を見極めることができることは健全な畜産経営に結びつく

ため，伯楽として活躍できる素質があるということにもなります。本校からは２

年生の上村納奈さん，齋藤優愛さん，吉田航平君が出場しました。競技は個人戦

と個人戦の成績を各学校合わせた団体戦が同時に行われました。肉用牛の担い手

研修会の集中力を切らさずに競技に臨み，個人戦では齋藤優愛さんが最優秀賞，

吉田航平君が奨励賞でした。団体戦では上村納奈さん，齋藤優愛さん，吉田航平

君が出場で最優秀賞に輝きました。伊具高校開校１０１年の歴史に新しい快挙が

生まれました。生徒の日々の努力の賜です。齋藤優愛さんは令和４年１０月に開催される全国和牛共進会家畜審査競技の宮城

県代表になりましたので，上位を目指して努力を続けていってもらいたいと思います。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊ 新型コロナウイルス感染症対策について ＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 新型コロナウイルスの感染状況が，過去最悪の状況を呈してきました。ワクチン接種の進行と併せて考えると，これ

が最後の山場ではないかと考えられます。学校は夏休みを終え再開しましたが，職員・生徒共に感染への警戒レベルを

最大限に上げて，この難局を乗り切りたいと思います。「家庭には絶対に持ち込まない。」という意識で毎日の生活を送

ることで感染者数を減らし，ワクチン接種で命の危険を回避する。このことで，きっとかつての日常は取り戻せます。

一人一人の意識が最大の武器です。協力してゴールをたぐり寄せましょう。 

家畜審査競技会において団体，個人共に最優秀賞を獲得！！ 


